
倉島治・落合-大平知美・赤見理恵・吉川泰弘（東京大・院・農学生命）・平井百樹（東京大・院・新領域）
松沢哲郎（京都大・霊長研）・長谷川寿一（東京大・院・総合文化）

チンパンジー研究利用に対しての意識調査

チンパンジーに関する
フィージビリティスタディ
ナショナルバイオリソースプロジェクト

研究資源の利用システム整備
文部科学省、2002年～

チンパンジー：
　研究資源としてのシステム整備の検討段階
生体の研究基準、死体の利用の可能性

アンケートによる調査
研究者へのアンケート

チンパンジー飼育施設へのアンケート

潜在的研究利用者へのアンケート

チンパンジー研究利用について
（容認されうる研究範囲）

チンパンジー死亡個体の研究利用について
（サンプル提供の可能性）

チンパンジー研究のニーズ（医学、薬学）

研究者へのアンケート

日本霊長類学会大会（2002年7月）参加者
日本獣医学会大会（2002年9月）参加者
SAGA5シンポジウム（2002年11月）参加者

研究分野、チンパンジーの研究利用状況、
チンパンジー研究研究利用の是非、
チンパンジーネットワーク設立の是非

主な質問項目

回答者

合計69名

アンケート回答者のバックグラウンド（n=64）

学術研究へのチンパンジー利用について（n=68）

遺伝・医科学
チンパンジー利用あり
27%

遺伝・医科学
チンパンジー利用なし
36%

生態・行動学
チンパンジー利用あり
16%

生態・行動学
チンパンジー利用なし
16%

その他　チンパンジー利用なし
5%

制限なしでよい
15%

条件付きでならばよい
（公的指針を作成する）
50%

条件付きでならばよい
（非侵襲的実験に限定）
25%

条件付きでならばよい
（条件の記述なし）
4%

観察のみならばよい
3%

利用するすべきではない
3%

チンパンジー研究利用への意識

主な質問項目

回答者

死体研究利用システムへの是非、
サンプル提供後のフィードバックの希望

チンパンジー飼育施設　55施設
（2001年12月31日のチンパンジー国内
　血糖登録より）

飼育施設へのアンケート
死亡個体の研究への有効活用の可能性
チンパンジー飼育施設が死体利用に対して
どのような意見を持っているか

「死亡したチンパンジーを研究利用するシステム」
　について
　（n=40）

反対
2%

賛成
75%

どちらとも
いえない
23%

「資源研究利用後の論文などへの記述」
　について
　（n=40）

共同研究者
として記載希望
18%

サンプル提供元と
してのみ記載希望
27%

研究への関わり方次第
18%

載せて欲しくない
5%

記載して
欲しいとも
欲しくないとも
いえない
32%

回答者

潜在的利用者へのアンケート
潜在的研究利用者における需要の有無

主な質問項目

チンパンジーの研究利用状況、
今後の利用希望、
チンパンジー研究利用ネットワークの是非

ヒューマンサイエンス振興財団加盟製薬企業
　142社（回収　80社）
日本肝臓学会評議員
　198名（回収　115名）

「チンパンジー研究利用状況」について

製薬企業
(n=77)

医科学研究者
(n=115)

生体と組織利用

4%(n=3)

1%(n=1)

生体のみ利用

5%(n=4)

2%(n=2)

組織のみ利用

0%(n=0)

2%(n=2)

利用なし

91%(n=70)

95%(n=110)

「今後のチンパンジー研究利用希望」について

製薬企業
(n=77)

医科学研究者
(n=115)

生体と組織希望

9%(n=7)

7%(n=8)

生体のみ希望

4%(n=3)

4%(n=4)

組織のみ希望

4%(n=3)

11%(n=12)

希望なし

83%(n=64)

78%(n=90)


